
現在の表現・処理方法に決定する一歩手前で、人はどのようなことを悩み、考えた

のか･･まず教師自らが、その背景(人の知恵)を推察してみよう。そして授業では、そ

のことを子どもと一緒に考えてみよう。安易に教えない・考えさせることをいっぱい

準備することが「子どもと算数を創る」授業になり、先人の数理創造の追体験となる。

＜例；５年教科書：ある１ｐの表記＞ 「「ななぜぜ？？」」とと「「ききっっとと！！」」でで教教材材研研究究

教科書の表記 一歩手前の思考・・・大切にしたい学習活動

かさのことを「体積」という

○ なぜ、「体積」と名付けたの？

○ なぜ、「体」「積」という漢字を当てたの？

● 自由に推察

平面の広さを積で測定することを「面積」と表現した。そのことか

ら推察すると、立体のかさを積で測定するから「体積」に・・

体積は、１辺が１ｃｍの立

方体の数で表す

○ なぜ、単位を「１ｃｍ」としたの？

○ なぜ、立方体を単位の立体にしたの？

● 自由に推察

面積は、１辺が１ｃｍの正方形の数で表した。それから推察する

と、長さは１ｃｍ、形は全て同じ長さの立体がいいから・・

１辺が１ｃｍの立方体の体

積を１㎤とかく

○ なぜ、「㎤」のように３をかくの？

● 自由に推察

面積はｃｍ×ｃｍで㎠だった。（ｃｍを２回かける） それから推察

すると、ｃｍ×ｃｍ×ｃｍだとｃｍを３回かける㎤に・・

１㎤を一立方センチメートル

と言う

○ なぜ、「立方・・・」と呼ぶことになったの？

● 自由に推察

平面では、１辺が１ｃｍの正方形の面積が一平方。それから推

察すると、立体では、１辺が１ｃｍの立方体の体積だから、一立方

に・・

直方体の体積の公式は

たて×横×高さである

○ なぜ、公式に「１㎤の立方体の数」という言葉を省いたの？

○ なぜ、公式を「たて・横・高さ」という順番に決めたの？

○ 「たて×横＝面積」・・・面積は厚みがないのに、高さをか

けても体積にはならないのでは？

● 自由に推察

面積の場合も「たてにある１㎠の数」を「たて」と簡単に表現し

た。それから推察すると、「たてにある１㎤の立方体の数を「たて」。

横にある１㎤の立方体の数を「横」。高さにあたる１㎤の立方体の

数を「高さ」とするのが妥当・・。

面積は、「たて」「横」の順番だから、そろえておくと・・
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教科書の 1 つ 1つの表現を「なぜ？」

という目で、自問してみよう。
「なぜ」の答えを考え(調べ)、

学習活動に組み入れよう。

なぜ？

きっと！


